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Ⅰ 全体概要 

１ 調査の概要   

 （１）調査実施日   

令和 8年 4月２３日（木）・・・・・・・・・・・・・・・・・・小学校国語、小学校算数、小学校理科、 

中学校国語、中学校数学 

令和 8年 4月２０日（月）～２３日（木）・・・・・・・中学校（CTを用いたオンライン方式） 

中学校生徒質問調査（オンライン方式） 

 

令和 8年 4月２４日（金）～5月２９日（金）・・・ 

 

令和 8年 4月２４日（金）～5月 8日（金）・・・・・・・小学校児童質問調査（オンライン方式） 

令和 8年 4月 1日（水）～１７日（金）・・・・・・・・学校質問調査実施（オンライン方式） 

 

（２）調査対象 

小学校第６学年の全児童 

   中学校第３学年の全生徒 

 

（３）調査内容（教科、質問調査） 

  ① 教科   小学校 国語（４５分） 算数（４５分）  

中学校 国語（５０分） 数学（５０分）  

英語「読むこと」、「書くこと」（５０分） 

英語「聞くこと」（「生徒質問調査」と併せて５０分） 

英語「話すこと」（２０分） 

  ② 質問（オンライン方式）   児童生徒質問調査  学校質問調査 

 

（４）参加公立学校数 

   小学校参加校数   本県 ２３７校（全国 １８，１２６校） 

   中学校参加校数   本県 １4９校（全国  ９，２4９校） 

 

（５）参加公立児童生徒数 

  小学校児童数     本県 ８，０９４名【国語】（全国 ９３６，１３７名） 

                             ８，０９０名【算数】（全国 ９３６，３９９名） 

   中学校生徒数      本県 ７，８８４名【国語】（全国 ８７0，５６０名） 

                            ７,８８９名【数学】（全国 ８７１，０９７名） 

                            7，７９０名【理科】（全国 ８64，６３４名） 

 

 

 

 

 

小学校国語、小学校算数、中学校国語、 

中学校数学 

中学校英語「読むこと」、「書くこと」、「聞くこ

と」調査（ＣＢＴを用いたオンライン方式） 

中学校生徒質問調査（オンライン方式） 

中学校英語「話すこと」調査（ＣＢＴを用いた

オンライン方式） 

小学校児童質問調査（オンライン方式） 

学校質問調査実施（オンライン方式） 

 

７，９３６名【国語】（全国 ９２２，４１１名） 

７，９３５名【算数】（全国 ９２２，７７８名） 

７，６９８名【国語】（全国 ８４１，８７３名） 

７，6９８名【数学】（全国 ８42，４９１名） 

7，３５０名【英語３技能】（全国 ８３９，２０３名） 
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青森県（公立） 全国（公立）

国　語 63 63.9
数　学 55 57.0
英　語

中

学

校

※英語は、全国（国公私立）での結果公表であった。 

青森県（公立） 全国（公立）

国　語 9.5 9.6
数　学 8.8 9.1
英　語 477 499

中

学

校

※英語は、全国（国公私立）での結果公表であった。 

 ２ 教科ごとの状況 

○平均正答数・平均ＩＲＴスコア、平均正答率及び標準化得点 

【平均正答数・平均ＩＲＴスコア】 

 

 

 

 

 

 

【平均正答率】  ※都道府県は、整数値での結果公表であった。 

 

 

 

 

 

 

【標準化得点】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本県公立小・中学校の国語及び算数・数学の平均正答数は、全国と比べ、±0.０～0.3 で

ある。中学校英語の平均ＩＲＴスコアは、全国と比べ、－２2である。 

・標準化得点では、全国の平均正答数と比べ、本県は、±0～4である。 

 

○県教育委員会としては、今回の調査結果を全国と同程度と捉えている。 
 

※ 標準化得点とは、全国（公立）の平均正答数を 100 とした時

の本県（公立）の平均正答数である。中学校英語は、全国（国

公私立）の平均ＩＲＴスコアを 100 とした時の本県（公立）の平

均ＩＲＴスコアである。 

青森県（公立） 全国（公立）

国　語 100 100

算　数 97 100

小

学

校

青森県（公立） 全国（公立）

国　語 60 60.9

算　数 55 56.4

小

学

校

青森県（公立） 全国（公立）

国　語 7.9 7.9

算　数 8.7 9.0

小

学

校

青森県（公立） 全国（公立）

国　語 99 100
数　学 97 100
英　語 96 100

中

学

校
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・全ての項目で肯定的回答の割合が全国を上回っている。 

・特に、（43）「学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の

学習につなげることができている」、（44）「授業で学んだことを、次の学習や実生活に結

びつけて考えたり、生かしたりすることができている」の割合が全国を大きく上回っている。 

 

○本県小学校では、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善が進められている

と考えられる。 
 

101 

104 

104 

103 

102 105 

106 

103 

102 

（38）授業で自分の考えを発表する機

会では、自分の考えがうまく伝わるよう、

資料や文章、話の組立てなどを工夫し

て発表している

（39）授業では、課題の解決に向けて、

自分で考え、自分から取り組んでいる

（40）授業では、各教科などで学んだこ

とを生かしながら、自分の考えをまとめ

る活動を行っている

（41）授業は、自分にあった教え方、教

材、学習時間などになっている

（42）学級の友達との間で話し合う活

動を通じて、自分の考えを深めたり、新

たな考え方に気付いたりすることができ

ている

（43）学習した内容について、

分かった点や、よく分からなかった点を

見直し、次の学習につなげることができ

ている

（44）授業で学んだことを、次の学習や

実生活に結びつけて考えたり、生かした

りすることができている

（45）先生は、授業やテストで間違えた

ところや、理解していないところについ

て、分かるまで教えてくれている

（46）授業や学校生活では、友達や周

りの人の考えを大切にして、お互いに協

力しながら課題の解決に取り組んでい

る

青森県（公立）小学校 全国（公立）

３ 質問調査結果 

  （１）主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況 
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※数値は全国（公立）を 100とした青森県（公立）小学校及び中学校の肯定的回答の割合である。本県の肯定的回答数

÷全国の肯定的回答数×１００で計算している。（以下同様） 

①小学校（児童質問調査） 
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・概ね全ての項目で肯定的回答の割合が全国を上回っている。 

・特に、（44）「授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたり

することができている」、（45）「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していない

ところについて、分かるまで教えてくれている」の割合が全国を大きく上回っている。 

・（38）「授業で自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文

章、話の組立てなどを工夫して発表している」の割合は、全国を大きく下回っている。 

 

○本県中学校では、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善が進められている

と考えられる。 
 

95 

101 

100 

101 

102 102 

105 

101 

（38）授業で自分の考えを発表する

機会では、自分の考えがうまく伝わる

よう、資料や文章、話の組立てなどを

工夫して発表している

（39）授業では、課題の解決に向け

て、自分で考え、自分から取り組んで

いる

（40）授業では、各教科などで学ん

だことを生かしながら、自分の考えを

まとめる活動を行っている

（41）授業は、自分にあった教え方、

教材、学習時間などになっている

（42）学級の友達との間で話し合う

活動を通じて、自分の考えを深めた

り、新たな考え方に気付いたりするこ

とができている

（43）学習した内容について、

分かった点や、よく分からなかった点

を見直し、次の学習につなげることが

できている

（44）授業で学んだことを、次の学習

や実生活に結びつけて考えたり、生か

したりすることができている

（45）先生は、授業やテストで間違え

たところや、理解していないところにつ

いて、分かるまで教えてくれている

（46）授業や学校生活では、友達や

周りの人の考えを大切にして、お互い

に協力しながら課題の解決に取り組

んでいる

青森県（公立）中学校 全国（公立）

１０6

 

 

 

 （１）主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況 

 

②中学校（生徒質問調査） 
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91 

90 

92 

97 

84 

95 

96 

92 

93 

99 

99 

100 

（26）授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取

り組むことができている

（27）自らの考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てな

どを工夫して、発言や発表を行うことができている

（28）学級やグループでの話合いなどの活動で、自分の考えを

相手にしっかりと伝えることができている

（29）友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しなが

ら課題の解決に取り組めている

（30）自分で学ぶ内容を決め、計画を立てて学ぶ活動を行って

いる

（31）一人一人に応じて、学習課題や活動を工夫していた

（32）それぞれのよさを生かしながら、他者と情報交換して話し

合ったり、異なる視点から考えたり、協力し合ったりできるように学

習課題や活動を工夫していた

（33）自ら学級やグループで課題を設定し、その解決に向けて話

し合い、まとめ表現するなどの学習活動を取り入れた

（34）習得・活用及び探究の学習過程を見通した指導方法の改

善及び工夫をしていた

（35）関連する事項を振り返り、知識を総合的に関連付ける学習

活動を行った

（36）各教科等で身に付けたことを、様々な課題の解決に生かす

ことができるような機会を設けた

（37）教科等の指導に当たって、地域や社会で起こっている問題

や出来事を学習の題材として扱った

青森県（公立）小学校 全国（公立）

 

 

 

 （１）主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・（37）「教科等の指導に当たって、地域や社会で起こっている問題や出来事を学習の題

材として扱った」については、肯定的回答が全国と同じである。 

・（２６）、（27）、（28）、（30）、（３1）、（３３）、（３４）については、肯定的回答の割合が全

国を大きく下回っている。 

 

○学校質問調査においては、全国を大きく下回っている項目が多い。下回っている項目の

中には、各小学校は課題と捉えているが、児童は肯定的に捉えている項目が多く見られ

る。児童の肯定的な評価は、各学校の取組の成果と考えられる面もあるため、児童の肯

定的な評価を踏まえ、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に、引き続き取

組を続けていただきたい。 

 

①小学校（学校質問調査） 
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97 

95 

96 

101 

82 

91 

99 

91 

90 

94 

97 

85 

（26）授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取

り組むことができている

（27）自らの考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てな

どを工夫して、発言や発表を行うことができている

（28）学級やグループでの話合いなどの活動で、自分の考えを

相手にしっかりと伝えることができている

（29）友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しなが

ら課題の解決に取り組めている

（30）自分で学ぶ内容を決め、計画を立てて学ぶ活動を行って

いる

（31）一人一人に応じて、学習課題や活動を工夫していた

（32）それぞれのよさを生かしながら、他者と情報交換して話し

合ったり、異なる視点から考えたり、協力し合ったりできるように

学習課題や活動を工夫していた

（33）自ら学級やグループで課題を設定し、その解決に向けて話

し合い、まとめ表現するなどの学習活動を取り入れた

（34）習得・活用及び探究の学習過程を見通した指導方法の改

善及び工夫をしていた

（35）関連する事項を振り返り、知識を総合的に関連付ける学習

活動を行った

（36）各教科等で身に付けたことを、様々な課題の解決に生かす

ことができるような機会を設けた

（37）教科等の指導に当たって、地域や社会で起こっている問題

や出来事を学習の題材として扱った

青森県（公立）中学校 全国（公立）

 

 

 

 （１）主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況 

 

    ②中学校（学校質問調査）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・（29）「友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しながら課題の解決に取り組

めている」については、肯定的割合が全国を上回っている。 

・（27）、（30）、（３1）、（３３）、（３４）、（３５）、（37）については、肯定的回答の割合が全

国を大きく下回っている。 

 

○学校質問調査においては、全国を大きく下回っている項目が多い。下回っている項目の

中には、各中学校は課題と捉えているが、生徒は肯定的に捉えている項目が多く見られ

る。生徒の肯定的な評価は、各学校の取組の成果と考えられる面もあるため、生徒の肯

定的な評価を踏まえ、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に、引き続き取

組を続けていただきたい。 
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102 

102 

106 101 

100 

（8）自分には、よいところがあると

思う

（9）先生は、あなたのよいところを

認めてくれていると思う

（10）将来の夢や目標を持っている（17）友達関係に満足している

（21）普段の生活の中で、幸せな

気持ちになることがある

青森県公立小学校 全国（公立）

 

 

 

 （２）児童生徒のウェルビーイングに関する取組状況 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①小学校（児童質問調査） 

・（10）「将来の夢や目標を持っている」については、肯定的回答の割合が全国を大きく上

回っている。 

・（21）「普段の生活の中で、幸せな気持ちになることがある」については、肯定的回答の割

合が全国と同じである。それ以外の項目は、肯定的回答の割合が全国を上回っている。 

 

○本県の教育施策の大綱にも掲載されているこどものウェルビーイングに関する状況は、昨

年度に続き、概ね全国を上回る良好な状態にあり、学びに対する前向きな姿勢の表れで

あると捉えられる。引き続き、様々な教育活動を通じて、取組を続けていただきたい。 
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103 

103 

109 100 

101 

（8）自分には、よいところがあると

思う

（9）先生は、あなたのよいところを

認めてくれていると思う

（10）将来の夢や目標を持っている（17）友達関係に満足している

（21）普段の生活の中で、幸せな

気持ちになることがある

青森県公立中学校 全国（公立）

 

 

 

 （２）児童生徒のウェルビーイングに関する取組状況 

 

②中学校（生徒質問調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・（10）「将来の夢や目標を持っている」については、肯定的回答の割合が全国を大きく上

回っている。 

・（17）「友達関係に満足している」については、肯定的回答の割合が全国と同じである。そ

れ以外の項目は、肯定的回答の割合が全国を上回っている。 

 

○本県の教育施策の大綱にも掲載されているこどものウェルビーイングに関する状況は、昨

年度に続き、概ね全国を上回る良好な状態にあり、学びに対する前向きな姿勢の表れで

あると捉えている。引き続き、様々な教育活動を通じて、取組を続けていただきたい。 

 


